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左心室大動脈結合状態の推定方法

【知的財産権】

特願２０１４-０２２３７３

「循環動態監視装置」

１）左心室と大動脈の結合状態（

Ees/Ea）は、左心室収縮能（Ees

）と左心室後負荷（Ea）のバラン

スを定量的に示す。

２）Ees/Eaは、血圧の変動に先

立って変化する可能性がある。

技術概要

１）現在実際に使用しているベッドサイドモニタから得られる

パラメータを処理して、新しい指標を算出した。

２）従来のアラーム（警報）は、徐脈や頻脈、高血圧や低血圧

など、異常値が計測された段階で発せられたが、Ees/Eaは異

常値が計測される前に変化する可能性がある。今後のアラーム

は、近い未来を予測して発せられるべきである。

３）麻酔科学、集中治療医学および救急医学などにおいて蓄積

された臨床知見を元に、近い将来を予測するモニタが開発され

るべきである。

４）各種診療上の治療指針がマニュアルとして整備されている

ように、各種診療データや生態情報パラメータの系統だった蓄

積と合理的な処理により、全身麻酔中や集中治療中、救急処置

中の診療をオンラインで支援することができる。

技術の特徴

新しい計測を行うのではなく、従来の臨床検査項目やベッド

サイドモニタから得られるパラメータをオンライン処理するで

、診療支援が可能となる。

想定される用途と産業上の利点

診療支援の確立により、全身麻酔や集中治療および救急医療

における全身管理の機械化および自動化が促進され、より多く

の患者に、安全に適確に少ない経費で対応できる。

企業への期待

連続測定によるオンライン処理のシステム化

１．ヒトの思考をコンピュータのプログラムに変換すること。

２．ヒトの行動を精密機器によって代用すること。

３．開発当初の予測と現実との差に柔軟に対応できること。

４．開発中に生じる新たな発想に柔軟に対応できること。

３）Ees/Eaは、平均血圧（Pm : mean blood pressure）、拡張期

血圧（Pd : diastolic blood pressure）、等容量収縮時間（PEP :

pre-ejection period または isovolemic contraction time）および

収縮時間（ET : ejection time）から算定できる。

（髙久明子、他｡ 麻酔・集中治療テクノロジー2014; 63-71）

４）Pm、Pd、PEP および ET は、従来のモニタである心電図、血圧

波形および心音図から得ることができる。

５）実測されたEes/Eaは、ばらつきが大きいため、連続測定によるオ

ンライン処理が有用である可能性がある。

x1 = Pd/Pm ・ (1 + k・ET/PEP) – 1

k = 0.53 ・ x1
0.51

Ees/Ea = 0.70 ・ x1 – 0.22
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